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一
日
元
日
、
黎
醐
で

　
二
日
　
初
荷
、
新
年
一
般
参
賀
．

三
日
初
大
師

＋五日

成
人
の
日

　
　
　
年
賀
ハ
ガ
キ
お
年
玉
抽
選

　
　
　
会

士
四
日
　
全
園
學
校
給
食
週
間

十
六
日
　
文
化
財
防
火
デ
ー
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発行人，杉田武喜

印刷所秀英舎印刷

住民登録による

人口のうごき
　（43齢12D1）

　人口　 7D735

　男　　 3，873
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賊
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撫
難
籔
の
難
韓
一
成
　
　
　
　
　
盟
額
朔
灘
鎌
耀
年
㎜

　
　
灘
ヨ
ー
－
…
　
　
．
・
擁
鍵
と
き
北
小
皿
完
．
肝
・
　
　
珊
蝶
難
雛
盤

　
　
　
蝦
騨
㌦
』
　
．
村
長
杉
届
武
寛
隅
騨
雛
もの撒號難

韓
館
巌
　
’
　
　
　
閉
離
鑓
蝦
醸
難
聾

　
　
　
　
，
．
、
．
零
ポ
譲
蝶
艦
難
難
奴
熱
育
環
鍛
隷
雛
難
・
毒
線
，
　
鎌
慧
鑓
憧
に
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
欝
誕
幾
灘
糎
嚢
蕪
鱗
．
饒
・
脚
・
”
㎜
鉢
響
、
．
　
髄
舞
韓
墾
・
㎜

雛鱗灘

麟難

難鵬聯緋

鱗
馨騒難灘

螺礒

酌
圃
ド
レ
塵
ー
…
脚
懸
騰
隣
践

の
新
春
を
お
迎
え
な
さ
れ
た
こ
と
と
推
　
「
地
域
杜
会
の
発
展
は
道
路
か
ら
」
の
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
実
施
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
一
等
功
労
章
長
倉
敬
三
　
　
　
　
◎
特
別
功
労
章

察し、

心
婁
藷
浮
書
冒
一
同
嚢
こ
と
響
て
、
舞
な
け
環
奏
藩
山
奪
消
防
力
の
充
実
．
　
皇
箋
章
　
。
■
富
釜
箋
郎

　
昨
年
甲
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
む
支
援
改
良
お
よ
び
舗
装
工
事
の
施
行
を
‡
腹
お
り
ま
す
年
を
お
っ
て
向
上
施
策
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
但
和
雄
小
川
恵
男
　
　
　
　
　
野
口
戯
訓

き
勇
講
わ
り
古
た
強
寝
と
し
、
楚
に
っ
い
て
も
前
擁
ら
二
講
。
、
塵
鴇
し
て
黎
奮
れ
ば
　
欝
灘
前
韻
点
検
行
な
わ
る
　
農
能
章
大
沢
嬰
　
　
◎
一
箋
章
，
．

も
ち
ま
し
て
、
村
の
内
外
を
通
じ
こ
と
力
年
計
圃
で
施
行
し
た
上
押
切
力
ら
樋
な
り
ま
せ
ん
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◎
消
防
功
労
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
田
健
夫
、
新
井
治
艮
、
飯
島
刹
雄

の
ほ
か
お
だ
や
か
に
経
過
い
た
し
ま
し
春
に
い
た
る
、
延
々
二
千
五
百
メ
ー
ト
　
村
民
お
互
い
に
住
み
よ
い
地
域
社
会
　
昭
和
四
士
一
輩
度
⑳
江
璽
刑
消
防
点
本
村
消
防
の
威
刀
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
発
　
　
関
口
久
平
橋
本
翼
秋
　
　
　
　
　
杉
田
一
二

て
、
ま
こ
と
に
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。
　
ル
に
お
よ
ぶ
兼
用
村
道
の
舗
装
、
・
県
立
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
す
る
考
え
、
す
な
検
が
、
■
十
二
月
一
日
午
前
八
時
三
十
分
揮
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
◎
永
年
勤
続
章
’
　
　
　
．
　
　
　
　
◎
二
等
功
労
章

特に

当
初
村
が
議
会
の
協
賛
を
得
て
療
嚢
捌
線
の
舗
装
も
着
々
進
行
し
て
お
わ
ち
わ
が
住
む
村
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
よ
り
江
南
中
学
校
校
庭
で
行
な
わ
れ
ま
　
ま
虎
、
昭
和
四
士
一
毒
玉
県
消
　
　
寺
田
和
雄
ほ
か
六
名
　
　
　
　
　
　
　
関
口
利
夫
、
新
井
一
男
、
永
倉
工
．
，

計画い

た
董
嚢
の
実
磨
当
り
、
二
月
馨
ほ
盟
の
響
に
な
す
る
髭
落
は
、
大
票
讐
洪
匙
．
　
　
　
　
　
　
防
嚢
馨
嘉
の
鏡
連
黛
濃
災
災
予
蔑
覆
秀
者
　
　
　
羅
次
、
塾
昊
、
蚤
稔

た
り
ま
し
て
は
、
議
会
を
は
じ
め
区
長
　
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
．
た
い
に
お
い
て
圃
じ
と
い
っ
て
も
過
言
　
　
議
会
議
員
、
区
長
多
数
の
来
賓
も
出
十
二
月
七
日
熊
谷
市
富
壬
見
中
学
校
校
　
　
新
井
茂
治
ほ
か
十
二
名
　
　
　
　
　
橋
本
三
代
治
］
寺
山
豊
久
、
関
口
栄
．

．
会
、
そ
の
他
各
種
秀
員
会
の
か
た
が
た
　
　
次
に
人
づ
く
り
の
も
と
で
あ
る
教
育
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
席
さ
れ
、
点
検
官
杉
田
村
長
に
よ
り
、
　
庭
で
、
熊
谷
市
消
防
団
、
消
防
署
、
江
熊
谷
支
部
表
彰
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奪
功
労
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難難黙鱗醐
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糞
な
浮
る
し
て
嚢
す
．
溌
わ
た
く
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に
な
が
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も
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馨
譲
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陽
奪
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．
あ
馨
餐
講
て
箋
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い
つ
カ
な
い
、
気
に
も
と
め
な
い
で
い
く
敬
意
と
感
謝
を
さ
さ
げ
る
も
の
で
あ
和
こ
そ
力
生
き
が
い
の
あ
る
毎
日
を
生
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の
大
自
然
の
偉
る
た
め
に
も
、
朋
日
の
農
業
経
営
は
い
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攣
雄
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ん
嚢
翻
難
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民
生
委
員
の
改
選

茎く・

の
ん
び
ε
て
い
竃
峯
婁
、
舞
、
警
昔
か
ら
豊
会
鐘
蒼
塗
点
、
羅
罐
馨
勢
箏
鑑
遜
　
　
径
民
福
牲
三
年
間

舗
撫
薙
揮
漿
嚢
の
縷
罐
讐
る
と
い
舅
お
り
ま
実
身
一
歪
ら
な
い
存
在
で
あ
り
婁
．
こ
の
小
く
麓
難
欝
隻
塞
蕎
社
難
叢
沢
藁
聾

露
華
藷
灘
羅
撫
醗
、
響
　
回
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と
展
望
　
　
　
藷
鋒
循
羅
藤
熱
蜷
麓
耀
霧
雛
髭
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が
過
ぎ
去
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て
し
ま
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よ
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な
感
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で
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が
行
な
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
平
晒
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
ま
し
た
。
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押
切
　
　
笠
原
コ
ト
子

す
・
管
せ
わ
セ
お
互
窪
裸
　
、
　
　
　
　
　
　
　
議
長
馬
場
一
．
衛
　
磐
案
が
蒔
的
の
も
の
蕩
る
冨
の
改
導
針
に
吉
蕃
が
強
霧
笛
暑

ま
わ
さ
れ
て
い
て
も
年
の
暮
れ
に
は
お
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か
、
今
後
も
っ
と
よ
り
高
い
位
置
に
犠
く
要
望
さ
れ
、
村
も
そ
の
方
針
に
し
た
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春
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胤
五
郎
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島襲
馨
舘
返
．
て
、
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嚢
嚢
都
ま
難
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鶯
戴
難
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聴
離
難
難
肋
鯉
毒
難
雛
墾
擁
鷲
韓
暫

現
代
人
の
生
活
こ
一
瞬
で
は
あ
る
が
し
て
・
常
に
入
の
和
を
強
調
し
て
ま
い
に
た
よ
り
・
だ
れ
か
に
す
が
り
・
人
を
の
奮
起
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
り
ま
し
ま
カ
た
で
ご
ざ
い
ま
す
　
　
　
　
　
V
生
省
に
進
達
を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
　
須
賀
広
　
　
高
橋
宗
次

講
鞭
議
鶴
響
講
鞭
腔
難
饗
蝶
嚢
難
と
麓
が
生
ま
れ
る
脇
欝
鮭
難
軽
馨
民
生
奮
と
し
鑑
難
　

と
思
い
ま
す
。
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ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
村
の
発
よ
き
江
南
村
の
建
設
の
た
め
に
手
に
手
　
　
四
十
四
年
に
は
な
ん
と
い
た
し
ま
し
お
り
ま
す
。
今
後
な
お
い
っ
そ
う
の
晒
　
十
二
月
一
日
か
ら
三
年
問
、
住
昆
福
　
　
塩
　
　
　
　
飯
島
．
、
才
助

木
肖
わ
允
く
し
、
議
長
に
槻
任
い
た
展
の
諸
事
業
も
た
い
せ
つ
で
あ
り
ま
す
を
取
り
あ
っ
で
進
み
ま
し
ょ
う
。
　
　
て
も
北
地
区
の
基
盤
整
備
講
お
推
進
O
皮
援
と
ご
鞭
腱
を
お
願
い
い
た
し
却
祉
の
向
上
増
燵
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
　
板
井
　
　
長
倉
好
治

し
ま
し
て
か
ら
二
年
近
く
に
な
ろ
う
と
が
、
そ
の
反
面
住
む
人
の
精
神
的
な
つ
　
東
天
の
空
が
自
み
や
が
て
真
赤
な
太
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。
高
度
成
畏
に
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
柴
千
代
　
　
秋
場
．
晃
全
，

湯
本
栄
、
坂
田
勇
、
橋
本
寛
助

持
田
俊
銑
、
遠
藤
六
助
、
柴
田
清
、

反
町
敬
夫
、
寺
山
重
雄
、
中
島
丈
夫

松
井
勇
、
寺
山
喜
久
司
、
高
橋
竹
雄

神
谷
健
一
、
舟
樋
松
男
、
鎌
塚
勘
一

江
薯
心
諺

◎
優
良
団
員

福
田
哲
史
、
永
国
一
手
里
、
福
田
稔

若
林
次
男
、
野
口
正
明
、
内
山
光
男

・
福
田
杞
晴
、
持
田
宗
一
、
坂
田
文
男

大
久
保
良
男
、
笠
原
工
、
島
田
桂
、

新
丑
則
一
、
新
井
信
次
、
㌔
新
井
正
夫

岩
間
忠
勝
、
島
里
縮
“
、
田
中
和
市

吉
野
博
孝
、
小
沢
信
之
、
富
田
文
雄

栗
原
一
夫
、
岡
部
　
章
、
小
林
昌
英

福
田
栄
吉
、
高
橋
良
男
、
岡
田
吉
次

宅
森
信
俘
、
武
政
重
夫
、
橋
本
政
而

馬
湯
誠
喜
、
平
国
近

　
出
る
と
き
■
寝
る
と
き

　
火
の
元
を
た
し
か
め

　
ま
し
ょ
う

共
同
募
金
の
お
礼

十
月
実
施
那
た
し
ま
し
た
共
同
募
金

に
つ
き
ま
し
て
、
皆
さ
ん
の
む
協
力
を

賜
わ
り
あ
り
が
と
う
む
ざ
い
ま
し
た
。

募
金
額
を
左
記
の
と
お
り
得
ら
れ
、
県

共
同
募
金
会
に
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

ぞ
の
う
ち
か
亀
柑
当
額
が
江
南
村
祉

会
福
祉
協
議
会
の
費
用
と
し
て
交
付
さ

れ
、
地
域
社
会
発
展
⑳
た
め
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昌

み
な
さ
ん
の
ご
協
万
に
対
し
報
告
し

お礼と

い
た
し
ま
す
。

昭
和
四
士
一
犀
彦
箕
同
募
金
結
果

競
．
沢
　
　
二
四
、
〇
一
〇
円

　
　
　
　
ゐ

一
二
　
本
　
　
　
　
一
一
二
、
八
六
〇
円

上
新
田
　
　
　
六
、
五
六
〇
円

上
押
切
　
　
　
　
九
、
一
亭
八
○
円

下
押
切
　
七
、
西
O
円

樋
春
北
　
　
　
一
Q
、
六
一
〇
円

樋
春
南
　
　
　
　
五
、
九
〇
〇
円

御
正
新
田
　
　
二
一
～
三
五
〇
円

．
須
賀
広
　
　
　
　
六
、
六
8
円

野
　
原
　
・
　
一
〇
肺
〇
六
〇
円
．

小
江
川
　
　
　
二
二
、
一
一
〇
円

　
塩
　
　
　
　
　
五
、
三
七
〇
円

板
　
井
　
　
　
一
二
蹴
七
三
〇
円

　
．
柴
・
　
二
ご
O
O
円

千
代
　

五
母
六
〇
〇
円

試駿

　
量
四
・
円

療
養
所
　
　
　
　
一
ジ
〇
四
〇
円

　
合
　
計
　
一
六
五
醗
、
九
六
〇
円

燗
安
く
も
栄
養

㎜
　
豊
富
な
食
事

㎜
　
お
正
月
料
理
も
何
日
か
つ
づ
く
と
あ

㎜
き
が
き
ま
す
。

㎜
　
と
く
に
保
存
食
や
も
ち
類
が
羊
乙
な

㎜
る
た
め
野
粟
否
鎚
に
な
り
が
ち
で
す
。

㎜
そ
の
結
果
、
ビ
タ
ミ
ン
C
が
欠
乏
し
、

㎜
か
ぜ
髪
ひ
き
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す

㎜
そ
ん
な
と
き
、
み
か
ん
や
レ
モ
ン
を
食

㎜
べ
る
と
か
、
毎
食
大
根
お
ろ
し
を
お
か

ぼ㎜
ず
に
す
る
と
C
不
足
が
補
え
ま
す
。

り㎜
　
そ
の
ほ
か
寒
さ
が
き
び
し
い
と
費
ほ

㎜
で
き
る
だ
け
栄
養
価
の
高
い
食
品
を
と

㎜
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
レ
バ
ー
、
，
牛

㎜
乳
、
卵
、
魚
の
ひ
も
の
、
し
い
た
げ
類

㎜
が
最
適
℃
す
。

㎜　
近
O
ろ
で
は
、
寒
中
と
砂
っ
て
も
、

㎜
た
い
て
い
の
促
成
野
菜
類
が
出
ま
わ
っ

㎜
て
い
ま
す
し
、
お
魚
に
し
て
も
、
冷
猿

㎜
魚
が
豊
冨
し
な
っ
て
き
て
、
季
節
を
問

㎜
わ
ず
買
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

㎜
ま
し
た
。
そ
の
反
面
、
出
費
も
多
く
な

㎜
り
ま
す
が
、
高
い
か
ら
お
い
し
い
…
…

㎜
栄
養
価
が
あ
る
と
考
λ
な
い
で
、
も
や

㎜
し
な
ど
は
安
く
て
栄
養
豊
冨
で
す
し
、

㎜
あ
じ
や
い
わ
し
の
ひ
も
の
は
、
高
価
な

㎜
た
い
や
ひ
ら
め
に
比
し
て
、
二
倍
近
い

㎜
栄
養
価
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く

㎜
だ
さ
い
。

㎜
新
有
権
者
の

㎜
感
想
文
募
集

㎜
感
想
文
の
内
容
と
標
題

㎜
　
新
有
権
者
と
し
て
の
民
主
政
治
、
と
．

㎜
く
に
選
挙
に
対
す
る
自
覚
を
内
容
と
す

㎜
る
も
の
で
、
標
題
は
自
由

㎜
枚
数
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚
以
内

㎜
応
募
資
狢

繭
　
昭
和
二
士
星
詣
月
一
日
か
皇
同
二

㎜
十
四
鐸
士
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
些
ま

㎜
れ
た
も
の

㎜
締
切
期
日
　
一
月
三
十
一
日

㎜
提
出
先
　
　
埼
玉
冥
選
挙
管
理
委
員
会

㎜
入
選
者

㎜
　
三
月
十
五
日
付
け
選
挙
機
関
紙

㎜
「
私
た
ち
の
広
場
」
で
発
表
の
予
定

㎜
賞
状
と
賞
金

㎜
　
入
選
六
点
、
佳
作
若
干
と
し
、
入
選

㎜
者
に
は
自
治
大
臣
か
ら
賞
状
と
賞
金
が

㎜
贈
ら
れ
ま
す
。

㎜
　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
揚
内
選
挙
管

㎜
理
委
員
会
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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－、隔、『’

．
羅
灘
　

－
階

④
、
．
護
蓼

■
村
で
は
現
在
“
次
の
土
木
工
事
を
行
り
下
板
井
九
二
〇
番
地
先
ま
で
、
延
長

な
っ
て
お
り
ま
す
。
工
事
附
近
の
か
た
四
五
一
膀
を
工
享
費
二
百
万
円
で
舗
装

に
は
大
変
O
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
し
ま
す
。
業
者
は
行
田
市
小
川
工
業
（

ま
す
が
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
　
　
　
『
株
）
で
、
工
事
は
昭
和
四
士
二
年
十
一

ゼ
板
井
地
内
療
養
所
線
　
　
　
　
　
月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
今
年
の
一
月
中

　
　
道
路
補
装
工
事
　
　
　
　
に
完
成
の
予
定
で
す
。

■
板
井
地
内
山
之
神
九
三
一
番
地
先
よ
　
　
　
押
切
～
樋
春
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤
防
下
段
兼
用
道
路
舗
装
工
事

歳
未
助
け
合
い
　
　
押
招
内
獲
六
二
六
鑑
先
よ
り

運
動
の
お
礼
蓬
羅
議

例
年
の
と
お
り
、
村
内
の
憲
ま
れ
な
、
と
し
、
工
箏
費
八
百
＋
万
円

い
か
た
が
た
の
た
め
に
助
け
合
い
運
動
で
舗
装
、
業
者
は
足
立
町
関

を
展
開
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
み
な
口
工
業
で
、
今
年
の
＝
冨
中

さ
ん
の
む
協
力
に
よ
り
、
左
記
の
と
お
に
完
成
の
予
定
で
す
。

り
の
結
果
が
得
ら
れ
、
年
宋
に
配
分
を
　
　
第
二
工
区
は
、
樋
春
地
内

完
了
い
た
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
袋
田
一
、
二
七
七
番
地
先
よ

み
な
さ
ん
に
お
礼
と
ご
報
告
を
申
し
り
押
切
株
木
八
一
番
地
ま
で

上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
延
畏
一
、
二
＝
癬
を
工
事

一
個
別
募
金
分
　
七
九
、
一
五
一
円
費
八
百
二
十
万
円
で
補
装
、

村内

寺
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
看
は
行
田
市
小
川
工
業
で

　
託
鉢
分
　
　
四
一
、
九
二
七
円
工
期
は
昭
和
四
十
＝
犀
十
一

特
別
寄
附
金
　
　
　
一
、
0
0
Q
円
月
か
ら
は
じ
め
ら
れ
、
今
年

…
役
場
職
鼠
一
圃
　
四
、
九
三
一
円
の
三
月
完
成
の
予
定
で
す
。

　
合
計
　
一
二
七
、
O
O
九
円

配
垂
霰
，
．
夫
世
帯

　　　　　　箋

　　　翻購欝1猶簸総
　　　　　　　　　　一　肇測工道

　　　　　　　　　　灘鍵1、糞工

　　　　　　　　　　　　　　　　　壬事．

【浄水槽配水タングの型わくと鉄筋組立て作業】・言す

上
水

◎
高
令
任
意
加
入
者
の
十
年
年
金
に
特
㎜
5
、
目
器
．
．
．
．
塁
曇
…
．
．
．
昌
…
．
．
．
．
、
器
踵
i
．
嘱
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
幼
児
時
代

別
な
配
慶
　
　
　
　
　
M
　
、

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
肋
三
感
惰
の
し
つ
け

当
時
五
十
才
力
ら
五
十
五
才
ま
で
の
㎜
　
　
　
　
　
　
　
》

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
赤
ち
ゃ
ん
時
代
力
ら
引
き
続
き
た

者
で
高
令
任
意
加
入
者
と
し
て
加
入
四
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
・
、
　
　
　
　
　
　
　
鵜
ひ
せ
つ
な
し
つ
け
は
感
情
の
し
つ

し

て
い
る
者
が
昭
和
四
士
ハ
年
四
月
㎜
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
㎜
け
で
す

か
ら
順
次
給
付
開
始
と
な
る
カ
　
こ
の
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
m
　
特
に
こ
こ
で
考
λ
な
げ
れ
ば
な
ら

年
金
額
に
は
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
特
㎜
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
。
“
な
い
の
は
幼
児
の
し
つ
け
は
快

別
の
配
慮
が
な
さ
れ
る
も
よ
う
で
す
　
　
㎜

月
額
四
千
円
～
五
千
円
（
二
千
円
）
　
㎜
　
一
．
。
．
、
．
”
．
、
一
．
．
．
．
．
．
．
顧
一
．
”
．
．
．
．
隔
一
一
．
購
．
．
．
．
＝
欄
偏
一
、
．
．
騨
瞬
一
一
．
．
鱒
．
卿
一
＝
“
、
．
．

暑
令
懸
契
警
者
の
再
葵
㎜
子
ど
も
の
し
（

を
考
慮
　
　
，
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
　
　
　
竜
ζ
亀
、
聖
こ
亀
匙
ξ
讐
一
；
暑
考
、
ζ
暑
ξ
呂
2
置
母
電
鴇
ζ
亀
凄
ξ
一
い
と
こ

当
時
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
も
の
に
㎜

対
缶
嘉
入
の
蓉
を
つ
義
籠
不
快
の
罐
奢
さ
㎏
と
い
う

　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
さ
せ
た
い

金
に
結
び
つ
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
こ
と
は
快
よ
い
感
情
と
　
さ
せ
た
く

期
間
　
五
年
　
　
　
㎜

嚢
童
＋
円
　
㎜
竃
と
は
不
快
な
轡
彗

給
付
月
額
　
　
二
千
五
百
円
　
　
　
剛
け
て
櫛
度
の
あ
る
子
ど
も
に
す
べ

◎
障
害
年
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
き
で
す
。

最
低
保
障
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
畳
撃
髭
3
．
塁
．
匿
皿
一
．
…
、
鱈
塁
．
．
．
覧
．
…
謂
．
．
．
ー
．
．
．
ー
．
巨
．
蕾

　
一
級
月
額
一
万
円
（
六
千
円
）
　
三
、
福
祉
年
金

　
二
級
　
〃
　
八
千
円
（
五
千
円
）
　
福
柾
年
金
も
物
価
の
ト
算
、
消
費
水

◎
母
子
年
金
・
準
母
子
年
金
　
　
　
　
準
の
伸
び
な
ど
を
勘
案
し
て
財
政
事
情

　
　
月
額
八
千
円
　
（
五
千
円
）
の
許
す
限
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
子
供
加
算
も
引
き
上
げ
る
。
　
　
ま
た
、
夫
婦
受
給
制
限
の
徹
廃
や
、

二
、
保
険
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
制
限
の
大
巾
緩
和
等
の
改
善
が
予
曲

給付額の

引
き
上
げ
に
と
も
な
っ
て
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（

保
険
料
も
上
が
り
ま
す
が
、
急
激
な
負
，
こ
の
よ
う
に
国
民
年
金
制
度
は
、
年
し

担
増
を
来
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
考
慮
と
と
も
に
改
善
さ
れ
、
国
民
の
老
後
の

さ
れ
、
国
圃
負
担
の
増
額
を
強
く
要
望
保
障
に
大
き
な
役
割
り
を
果
し
て
行
き

し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
す
。
．

　
　
稚
蚕
共
同
飼
育
所

　
　
　
　
　
　
　
－
建
設
は
じ
ま
る
1

農
業
構
造
改
善
箏
業
の
一
つ
と
し
て
な
飼
育
所
で
す
。

昭
和
四
士
二
年
度
に
建
設
が
決
定
U
た
　
事
業
主
体
小
原
農
協
．

小
原
稚
蚕
共
同
飼
育
所
は
、
指
名
入
札
　
　
場
所
　
　
　
小
原
農
協
前

の
結
果
業
者
も
き
ま
り
、
士
一
月
士
一
　
面
積
　
　
　
七
四
六
平
万
メ
ー
ト
ル

日
工
事
に
と
り
か
か
り
ま
し
た
・
，
　
　
請
負
業
者
能
容
市
小
林
組

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
総
亭
業
費
　
二
壬
万
円
（
う
ち
一
千

飼育

富
「
坐
桑
峯
地
下
に
は
温
度
　
　
　
　
　
　
万
円
が
国
の
補
助
金
）

調
節
の
で
き
る
貯
桑
室
も
あ
る
近
代
的
　
　
完
成
予
定
　
三
月
宋
日

’
、
ξ
，
o
o
、
’
，
馳
も
♂
、
こ
．
O
箋
ぐ
3
電
●
づ
、
◎
曜
き
、
t
≦
5
」
し
■
’
薯
覧
・
師
》
卜
’
‘
多
『
》
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
　
す
　
た
ろ
の
　
の
な
え
　
そ
く
意
は
す
　

柑

　
　
だ
　

っ
ち
然
　
著
き
考
　
い
よ
を
に
ま
　

（

淋
櫓
驚
嘱
．
嚥
麟
購
離
㌶
，
㎜

ダ
す
と
本
い
は
出
る
ら
カ
・
の
溝
し
〆

ク
　

・
　
お
・
た
　
菰
は
あ
　
た
な
れ
し
う
ま
凶

卜
靴
泓
叢
鋤
蠕
惣
醗
儒
黒

フ
■
が
。
で
“
ま
着
　
い
だ
す
　
分
れ
に
す
入
ふ
輪

殿
鷹
鰐
斌
励
囎
蝦
赫
嬬
帽
帥
護
勧
叡
納

式
　
こ
着
成
で
派
　

、
一
で
　
人
に
お
も
を
踊
’

　
　
う
間
の
典
立
　
ら
、
ん
　
扁
え
う
い
ス
く
㌦

事
帥
働
畷
甑
紬
勧
鯉
をの
匹
初
助
融
眈
蝉
糺
曲

眉
麗
議
藩
蹴
嵌
瀧
纒
鴛
煤
㎜

　
　
　
の
　
記
ん
こ
　
都
い
て
　
の
参
義
フ
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

○
ノ
～
」
、
ζ
’
ち
9
’
～
’
昌
き
、
｛
■
、
ε
老
’
魔
4
客
璽
’
、
零
｛
，
，
茎
”
、
監
曾
ε
陰
∂
己
置

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
レ
穐
　
　
　
　
・
，
　
　
⑨

す
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
村
で
は
、
上
氷
道
拳
業
の
一
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
．
，
　
　
　
、
　
大
改
良
工
箏
を
計
画
、
入
札
の
結
果
、
　
　
…

三
十
二
万
円
．
珊
蟹
聾
蘇
森
訟
離
猷
罫
聡
臆

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
ー
　
　
　
　
　
か

　
村
の
水
道
箏
業
は
、
南
都
簡
易
水
道
　
　
本
年
三
月
工
薯
完
成
後
に
は
村
内
全
年

北
部
簡
易
水
道
と
二
つ
の
水
道
で
、
別
域
に
わ
た
り
、
給
水
に
心
配
な
く
便
用
別

別
に
事
業
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
』
い
た
だ
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

が
、
昭
和
四
士
二
年
度
か
ら
南
北
の
水
　
　
工
事
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
⑨

髪
一
歪
じ
、
江
霧
夫
道
と
し
　
　
　
　
（
雷
）
を

て
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
取
氷
工
事
費
　
　
　
二
、
一
一
モ
○
　
　
…

て行なっ

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
送
水
管
布
設
工
事
費
　
一
、
五
〇
〇
　
対
’

　
最
近
い
ち
じ
る
し
い
住
宅
の
新
造
築
駁
水
池
築
造
工
事
費
五
、
三
〇
五
　
金

ま
た
工
場
な
ど
の
建
設
に
よ
っ
て
、
水
取
巫
ボ
ン
プ
施
設
費
三
、
九
二
五
　
　
　
皿

の
霞
閑
率
も
｝
段
と
高
く
な
っ
て
ま
い
蔵
水
管
布
設
工
事
費
八
、
三
五
〇
．
　
一

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
ま
で
の
水
附
帯
工
事
費
　
　
　
　
　
五
五
〇
　
　
皿

道
施
設
で
は
、
最
も
給
水
需
用
の
多
い
遠
隔
自
動
運
転
装
置
費
．
　
九
三
〇
　
　
⑨

春
か
ら
夏
に
な
り
ま
す
と
、
皆
さ
ん
に
■
滅
菌
設
備
改
良
費
　
　
　
　
一
二
九
〇
　
　
　
一

満
足
な
給
水
が
で
き
な
い
状
態
に
な
り
　
　
　
合
計
　
　
二
真
三
δ
千
円

　
　
夫
婦
で
月
二
万
円
に
9
　
　
。
、

　
　
　
　
　
年
金
の
改
正
案
ま
と
ま
る
　
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
国
民
年
金
は
、
昭
和
四
十
一
年
に
大
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
　
　
’
　
　
　
　
舗

改
正
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
　
　
国
民
年
金
審
議
会
の
答
申
に
よ
ゆ
、
　
爆

厚
生
年
金
の
改
正
と
あ
わ
せ
て
国
民
年
改
正
を
予
想
さ
れ
る
お
も
な
要
点
は
次
糧

金
も
改
正
が
企
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
　
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
そ
れ
は
近
年
に
お
け
る
経
済
の
高
度
　
一
、
給
付
　
（
）
内
は
現
行
　
　
　
レ

成
長
に
伴
な
い
給
付
水
準
が
低
下
し
て
　
　
昭
和
四
十
五
年
一
月
実
施
予
定
、

い
る
こ
と
、
農
民
、
自
営
業
渚
等
の
関
◎
老
令
年
金

心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
恩
給
関
係
　
　
二
十
五
年
掛
け
た
人

の
給
付
改
善
が
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
．
　
月
額
　
　
一
万
円
（
五
千
円
）

こ
と
、
な
ど
か
ら
再
計
算
期
（
五
年
む
　
四
十
年
掛
け
た
人
　
　
■
　
　
　
　
幽

と
）
の
昭
和
四
十
六
年
ま
で
ま
て
な
い
　
　
月
掛
　
一
万
五
壬
円
（
八
千
円
）
　
照

と
い
う
こ
と
、
ま
た
厚
庄
年
金
と
国
民
◎
所
得
比
例
の
導
入
　
　
　
　
　
．
　
坐

年
金
と
は
、
従
来
か
ら
も
あ
る
程
度
バ
　
右
の
年
金
を
基
本
額
と
し
、
自
営
業
璽

ラ
ン
ス
を
も
っ
て
き
て
い
る
こ
と
な
ど
主
等
有
業
者
ま
た
は
希
望
者
に
対
し
一
旦

から、

すみ

や
か
に
改
善
さ
れ
を
こ
と
定
の
保
険
料
を
増
額
し
て
、
そ
れ
に
見
　
　
僧

麟
，
庸
、
．
鴇
鰍
に
軽
擬

　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
人
　
き
ろ
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
　

象
薪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
五
才
以
上
の
方
は

　
国
民
年
金
の
　
　
　
月
璽
豆
＋
円
窒
冒
円
に

　
　
　
　
　
　
保
険
料
　
　
と
れ
嬉
醒
士
璽
月
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
琿
金
額
が
大
巾
に
増
額
さ
れ
、
こ
れ
に

　
　
　
五
ヰ
円
弓
き
あ
げ
　
あ
わ
せ
て
保
険
料
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま

国
罠
無
金
の
欝
が
、
昭
和
四
十
し
た
が
、
一
度
に
た
く
さ
ん
引
き
上
げ

四
年
一
眉
分
か
ら
竃
士
円
引
き
上
げ
ら
る
こ
と
は
い
る
い
ろ
閻
題
が
あ
り
ま
す

れます。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
、
最
初
に
百
円
、
つ
い
で
五
十
円

　
二
十
才
か
ら
蕊
＋
四
才
ま
で
の
方
は
と
一
薗
に
分
け
て
耕
ぎ
上
げ
ら
れ
た
も

　
月
額
二
百
円
か
ら
二
百
五
十
円
に
の
で
す
。

【写翼はお母さんたちのバレーポール大会】
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ま
た
、
凱
牙
、
弄
は
特
に
感
情
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

駒に

敏
感
な
時
代
で
、
う
っ
か
り
す
四
、
社
会
性
の
し
つ
け
　
　
r
，
　
　
噸

る
と
子
ど
も
の
感
構
を
傷
つ
け
る
こ
　
社
会
性
の
し
つ
け
は
、
チ
ャ
ン
ス
　
㎜

と
に
も
な
り
ま
す
。
特
に
五
才
で
は
を
の
が
さ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
下
だ
　
㎜

ほと

ん
ど
人
間
の
基
本
と
な
る
感
情
と
い
わ
れ
ま
す
。
二
才
半
ご
ろ
か
ら
　
㎜

の
芽
が
出
そ
ろ
い
、
き
め
こ
ま
か
に
そ
ろ
そ
ろ
戸
外
へ
連
れ
だ
し
、
家
庭
　
翻

豊
か
に
な
っ
て
い
く
が
、
そ
の
た
め
外
の
場
所
と
友
だ
ち
に
慣
れ
さ
せ
な
　
㎜

翻
籍
描
縦
欝
猛

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
プ
で
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
　
　
㎝

持
ち
の
潔
”
ひ
霧
謬
段
ま
た
套
豪
へ
い
っ
て
み
ゑ

な
り
ま
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
、
お
使
い
な
ど
の
経
験
を
通
し
　
㎜

　
二
才
か
ら
四
才
ま
で
の
あ
小
だ
に
て
家
庭
外
の
場
所
で
、
柱
会
的
な
行
　
㎜

反
抗
期
が
き
ま
す
が
、
甘
や
か
さ
ず
動
が
と
れ
る
よ
ヶ
に
訓
練
す
る
こ
と
　
㎜

ま
た
、
お
さ
え
つ
け
ず
販
り
扱
い
た
も
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
お
母
さ
ん
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

農
村
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
、
い
つ
も
　
　
村
か
ら
各
部
落
ヘ
ボ
ー
ル
惚
麦
給
、

若く

健
康
で
あ
る
よ
う
に
、
柱
会
体
育
部
落
こ
と
に
農
閑
を
利
用
し
て
、
腰
を

の
一
っ
か
ん
と
し
て
バ
レ
エ
ボ
ー
ル
を
延
ば
す
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
に
励
ん

と
り
い
れ
ま
し
た
。
　
．
　
　
　
　
　
　
で
お
り
ま
す
。

　
　
．
凍
ら
な
い
う
ち
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
寒
装
置
を

　気象

庁
の
長
期
予
報
に
よ
り
ま
す
と
　
　
水
道
に
と
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
い
や

こ
の
冬
も
数
回
寒
波
が
や
っ
て
き
そ
う
な
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
自
然
の
調

ヂ．

　
　
　
　
き
て
と
は
盟
－
水
道
に
も
ち
考
と

毎
年
、
こ
σ
こ
ろ
か
ら
二
月
下
旬
ま
し
た
「
工
夫
」
を
す
れ
ば
、
凍
ら
ず
に

で
寒
波
に
よ
る
水
道
管
の
破
裂
が
多
く
豊
か
な
水
が
で
て
ま
い
り
ま
す
。

な
り
ま
す
。
朝
晩
、
水
が
で
な
い
の
は
　
　
阜
め
に
「
わ
が
家
」
の
水
道
に
防
寒

い
ら
だ
つ
ば
か
り
で
な
ぐ
、
炊
事
の
し
装
置
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

た
ぐ
も
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
◎
北
向
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

ギ
盤
漂
碁
泉
選
轡
て
い
霊
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
寒
嚢
置
の
不
完
全
な
水
道
管
は
、
，

　
曇
莚
｛
Σ
§
｛
！
も
3
：
　
　
　
気
温
が
零
下
四
度
ぐ
ら
い
に
下
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
と
凍
っ
て
破
裂
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
乃
ト
　
寒
嶺
専
る
た
め
・
百
箪
く

　
　
ど
方
テ
ー
ア
　
　
　
　
　
’
防
寒
襲
醗
を
行
な
う
よ
う
お
願
い
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
。

国
を
さ
さ
え
る
若
い
カ

　
　
〈
陸
・
海
・
空
V

自
衛
官
募
集

　
応
募
資
格
U
⑱
才
～
乃
才
未
満
の
男
子

　
　
　
志
願
者
は
役
場
総
務
課
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
線
三
〇
四
三

　
　
　
　
熊
谷
電
報
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら

　
さ
い
き
ん
、
電
話
の
需
要
は
日
増
し

に
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ
り
、

申し

込んでもま

だ
つ
か
な
い
電
話
が

熊
谷
電
報
電
話
局
管
内
で
約
四
、
O
O

O
件
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
江
南
方
面
か
ら
の
お
申
し

込
み
は
四
十
三
年
十
一
月
来
現
在
で
約

四
五
〇
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
電
電
公
社
で
は
、
で
き
る

だ
け
阜
く
皆
さ
ま
の
こ
要
望
に
お
こ
た

え
す
る
た
め
、
来
年
秋
O
ろ
の
開
局
を

目
途
と
し
て
、
た
だ
い
ま
江
南
電
話
交

換
局
を
建
設
中
で
す
。

　
こ
の
電
話
交
換
局
に
は
、
江
南
万
面

に
架
設
さ
れ
る
電
話
の
す
べ
て
を
収
容

す
る
も
の
で
、
市
内
局
番
（
36
局
）
が

新
設
さ
れ
、
既
設
加
入
者
約
五
二
〇
件

を
能
容
局
か
霧
す
と
と
も
に
、
新
規

に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
四
士
二

年
十
一
月
O
ろ
ま
で
に
お
申
し
込
み
に

な
っ
た
か
た
を
対
象
と
し
て
、
順
次
架

設
萱
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。




